
平成２９年度第１回安城市地域ケア推進会議及び安城市医療・介護・福祉ネットワーク協議会 

                     

  日時 平成２９年４月２０日（木） 

午後１時３０分～午後３時 

                   場所 社会福祉会館 ３階 会議室 

 

１ 高齢福祉課長あいさつ 

 日頃それぞれの立場で、住み慣れた地域で住民の皆様が安心して生活できるように、安城市

版地域包括ケアの推進にご協力いただきましてありがとうございます。このシステムでは、地

域の課題をまず地域包括支援センターが中心となって、地域ケア個別会議を開催します。協議、

集約したもの地区会議で検討し、練り上げたものを推進会議にて話し合い、最終的に事業化す

るというものです。 

明祥地区と安祥地区すべての中学校で包括支援センターが揃いました。昨年は歯科医師会部

会さんが中心となって、在宅歯科診療のフローチャートを作成しました。ＩＣＴ（サルビー見

守りネット）を１０月から運用開始しました。今年度も推進会議を機能的に展開して、各事業

を行っていきたい。 

今年度は、平成３０年度から３２年度のあんジョイプランの策定年度となっています。専門

部会にお声掛けさせていただいた方には、テーマに沿ってティーミーティングにご参加いただ

きまして、ご意見をいただきました。計画の中でも、地域包括ケア推進は重点的な課題として

あげられています。計画の策定状況は皆様へも紹介しながら進めていきます。ひと月に１回と

いう頻度でご負担もあるかもしれないが、地域包括ケア推進のための中核的な会議なので、積

極的なご意見をいただきながら開催していきたいのでよろしくお願いします。 

 

２ 出席者紹介 

 名簿のとおり 

 

３ 会長・副会長選出 

 会長…医師会部会  岡本 雅彦 

 副会長…デイネット部会  岡田 高志 

 

４ 会長あいさつ 

 今年度もこの地域ケア推進会議が始まりまして、新たなメンバーも入っていただいています。

この地域ケア推進会議も、４年目となっています。地域ケア推進会議は、安城市版地域包括ケ

アのコントロールタワーとなるものです。これまでも認知症ケアパスや在宅見守りノートなど

いろいろなことを話し合って決めてきました。昨年度は１０月からサルビー見守りネットが運

用開始され、いろいろ決めながら進めています。今年度から、参加部会が、１４の部会から１

５の部会に増えて構成されることになった。また在宅医療サポートセンターもオブザーバーと

して参加していただいている。次年度からは、在宅医療サポートセンターが安城市の地域支援



事業となるため、この場でいろいろはかることになるかと思われます。 

これだけいろいろな方が集まる会議はなかなかないことであるので、今年度もいろいろな職

種の方と、どんどん意見交換していきたいとおもいます。 

 

５ 議題    

（１）平成２８年度地域包括ケア協議会の報告（資料１） 

 別添資料のとおり 

・地域見守り活動について、資料は２８年度末の状況である。町内福祉委員会が、７９箇所か

ら８１箇所になっている。また、見守り活動が７２箇所から７３箇所となっている。 

・地域ケア個別会議の平成２７年度の課題としては、医療職の参加が少ないということがあが

っていたが、平成２８年度報告では、医師の参加、リハビリの参加が増えている。 

・地域ケア会議については、地域包括支援センターがある地区では年２回は開催をお願いして

いる。地区によっては小学校区など小さい地区単位や、専門職を集めて行うなど、追加で行

っている。 

・地域ケア会議について、医師や歯科医師、薬剤師の出席をしていただいており、医師会、歯

科医師会、薬剤師会のご協力を得て開催できている。今後は、会議の中で出てきている課題

をどう展開していくか課題。 

・今年度、すべての地区に地域包括支援センターが設置されたので、すべての地区で地域ケア

地区会議が開催される予定。 

・各部会主催の研修会は、内容が多岐にわたってできている。 

・取り組みを通して、顔のみえる関係が出来、コミュニケーション、飲みにケーション、駅伝

のチームなど会議や研修時間以外の関係も出来ている。 

・地域包括ケアは地域に住んでいる方すべての方を対象にしている。安城市では今後どのよう

に展開していけばよいのかを考えていく。 

（質問等） 

 なし 

 

（２）地域包括支援センター及び施設整備について（資料２） 

 別添資料のとおり 

・地域包括支援センターは各中学校区すべてに開設された。 

・地域密着型特定施設入居者生活介護が公募により事業者が決定している。平成２９年５月に

グループホーム、平成３０年３月にグループホーム・小規模特別養護老人ホーム・介護付有

料老人ホーム・特別養護老人ホームが開設される。あんジョイプラン７における施設整備に

沿って整備がすすんでいる。 

（質問等） 

 平成３０年３月に一度に施設が出来る印象だが、もともと開設時期はこの予定だったのか。 

→３０年３月までに整備していただくことを条件に公募した。介護職員配置の心配はあるので、

事業者へ確認しながらすすめている。 



  

（３）あんじょうコミュニティBOOKについて 

 あんじょうコミュニティ BOOK は介護予防・日常生活支援総合事業の対象者のみならず、

元気な高齢者の「地域の活動や集まりに参加したい、何かの役に立ちたい、活動したい」とい

う思いを、「出かけてみよう、やってみよう」という行動につなげていただくためのもの。 

市内で行われているサロンや健康づくりなどの地域活動の場を紹介することを目的に、社会

福祉協議会に配置されている生活支援コーディネーターが中心になって作成した。 

 

Ｐ１これからめざしていく介護予防の考え方を紹介。これからの姿は地域で暮らし続ける

ための介護予防で、一人ひとりの高齢者が役割を持って社会参加することをめざします。そし

て、各地区の福祉センターに配属されている社会福祉協議会の生活支援コーディネーターや各

中学校区の地域包括支援センターの担当者が一人ひとりの状況に合わせた介護予防のためのお

手伝いをします。 

Ｐ２地域で自主的に行われているラジオ体操の会場のうち常設の会場を掲載。中には太極

拳やストレッチ、ウォーキングも活動に取り入れているところもある。 

Ｐ３市内８ヶ所にある福祉センターで定期開催をしている健康体操教室を紹介。これらは

要介護認定をうけていない、６０歳以上の市民を対象にしている。 

Ｐ４～Ｐ１５ 中学校区ごとに町内福祉委員会で行われている茶話会やものづくり、健康

体操などのサロンと福祉センターを会場に開かれているサロン、Ｐ１２、１４、１８では、

NPOやボランティア団体などが開催している活動を紹介。 

Ｐ１６町内会の健康体操教室、老人クラブの活動、福祉センターの講座も数多くあり、ま

た町内福祉委員会の活動についても、掲載しきれなかった細かな情報を、生活支援コーディネ

ータが把握しています。これらの活動に参加したい、お手伝いしたい、話を聞きたいなど関心

がある人が見えましたら、お近くの社会福祉協議会にお問合せいただくようご案内下さい。 

市内の福祉センター、地域包括支援センターをはじめ、高齢福祉課の窓口、保健センター、

公民館等の施設に配置する。介護予防や集いの場の情報源として活用していただきたい。 

 

（質問等） 

 なし 

（４）各部会主催の研修運営について（資料３） 

 別添資料のとおり 

 ・毎回充実した内容で、アンケートからも参加者から高い評価いただいている。 

 ・テーマにあわせた講師依頼をするが、事務局から２ヶ月くらい前に行うので、その頃まで

に決定していただきたい。 

 ・文化センター改修のため、場所取りが大変になることもあるかと思われるので、日程が決

まったら早めに教えて欲しい。 

 ・部会で行うこと、市が行うことの役割分担を参照して研修を行ってください。 

 （質問等） 



 ・業務をしながらの運営なので、アンケートを１０日ぐらいでまとめるのが大変なときがあ

る。 

（事務局） 

  講師へお礼状を出す関係で、１０日くらいでいただけるとありがたい。期日までの集計が

大変なときは、事務局までご相談下さい。マニュアルの大きな変更はないが、その都度ご意

見がいただければと思っている。年末に翌年度の研修会のテーマを出していただいているの

で、業務の中で気に留めていただきながら、業務にあたっていただけるとありがたい。 

（５）サルビー見守りネットの運営について（安城市医療・介護・福祉ネットワーク協議会） 

（資料４） 

 ・他市の事業所については、協議会で承認が必要なため、今回も皆さんで承認していく。 

 ・本林薬局の承認について→挙手にて承認 

 ・登録状況、近隣市の進捗状況については別添資料のとおり 

 ・普及、活用について推進していく。トップページに推進会議の議事録をあげていきたい。

見守りネットに触れる機会も増えるかと考えられる。議事録については、メール等で今ま

でどおり参加者様には配信していく。ポータルサイトまでなら、登録をしていない方もみ

ることができる。 

 （質問等） 

  推進会議の案内はサルビーで届くのか。 

 →併用している。使い勝手については皆様の意見を聞きながらおこなっていく。 

   

 

連絡事項 

①Ｈ２９年度版認知症ガイドブックについて（資料５） 

②地域ケア推進会議に関する連絡について 

   高齢福祉課地域支援係 電話７１－２２６４ FAX７４－６７８９ 

              メールアドレス koufuku@city.anjo.lg.jp 

事務局からのメールの件名：【安城市地域包括ケア】○○○・・ 

 

 

 

次回 平成２９年５月１８日（木）午後１時３０分～２時３０分 社会福祉会館 会議室 

２時３０分から３時まで認知症初期集中支援チーム検討委員会を開催します。 

mailto:koufuku@city.anjo.lg.jp

